
非
破
壊
検
査
・
計
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・
診
断
技
術

非
破
壊
評
価
総
合
展

月－日開催

東京ビッグサイト

　
日
本
能
率
協
会
は

月

日

か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
「
非
破
壊
評
価
総
合
展
」

日
本
非
破
壊
検
査
工
業
会
な

ど
４
団
体
共
催
、
日
本
非
破
壊

検
査
協
会
特
別
協
賛

を
開
催

す
る
。

　
同
展
は
非
破
壊
検
査
・
モ
ニ

タ
ー
・
評
価
・
診
断
に
関
す
る

専
門
展
示
会
で
「
も
の
づ
く
り

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２
０
１
１
」
を
構
成

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。

　
現
在
、
同
展
で
は
製
造
業
の

生
産
設
備
・
製
品
・
材
料
お
よ

び
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
な
ど
全
て

の
非
破
壊
評
価
技
術
を
対
象
に

出
展
者
を
募
集
し
て
い
る
。
出

展
申
込
締
切
日
は
６
月

日
。

６
月
９
日
に
東
京
で
開
催
概
要

説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
も
の
づ
く

り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
事
務
局

０
３
・

３
４
３
４
・
０
５
８
７
、
Ｅ
メ

ー
ル

へ
。

電
磁
診
断
技
術
を
適
用
し
た
状
態
監
視
シ
ス
テ
ム
宮
　
健
三
日
本
保
全
学
会
会
長
東
京
大
学
名
誉
教
授

　
回
転
機
器
に
対
す
る
新
た
な
状
態
監
視
技
術
で

あ
る
電
磁
診
断
技
術
を
紹
介
す
る
。
電
磁
診
断
技

術
は
従
来
の
振
動
診
断
の
弱
点
を
補
う
技
術
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
超
音
波
探
傷
器
を
用
い
た
計
測
へ
の
応
用
事
例

と
し
て
、
超
音
波
伝
搬
時
間
の
測
定
機
能
と
、
エ

コ
ー
高
さ
の
測
定
機
能
を
流
用
し
た
２
種
類
の
ボ

ル
ト
軸
力
計
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

超音波探傷技術における新応用事例―超音波を用いたボルト軸力計― 和
高
　
修
三
菱
電
湘
南
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
師
長

超音波ボルト軸力計 探触子とナットの接触は電動式
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原
子
力
発
電
所
な
ど
の
巨

大
プ
ラ
ン
ト
に
は
数
多
く
の

回
転
機
器
が
存
在
す
る
。
こ

の
よ
う
な
多
数
の
回
転
機
器

を
対
象
と
し
た
先
端
的
状
態

監
視
技
術
と
し
て
、
振
動
診

断
と
は
異
な
っ
た
原
理
と
特

徴
を
有
す
る
電
磁
診
断
技
術

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
電
磁
診
断
技
術
は
回
転
体

の
運
動
に
伴
う
磁
場
変
化
を

検
出
す
る
こ
と
で
、
回
転
機

器
の
健
全
性
を
評
価
す
る
手

法
で
あ
る
。
従
来
の
振
動
診

断
と
比
べ
、
回
転
体
の
状
態

を
よ
り
直
接
的
か
つ
簡
便
に

評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
例
え
ば
、
ポ
ン
プ
の
イ
ン

ペ
ラ
ー
部
を
電
磁
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
測
定
し
た
場
合
は
、

羽
根
１
枚
１
枚
の
通
過
に
対

応
し
た
信
号

羽
根
信
号

が
得
ら
れ
、
特
定
の
羽
根
に

欠
陥
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

対
応
し
た
羽
根
信
号
の
み
に

変
化
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
羽

根
信
号
の
回
転
ご
と
の
バ
ラ

つ
き
や
、
各
羽
根
信
号
の
比

率
と
い
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン
ペ
ラ
ー
の
回
転
状
態
を

定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
通
常

ケ
ー
シ
ン
グ
に
覆
わ
れ
ア
ク

セ
ス
不
可
能
な
回
転
体
の
状

態
を
、
運
転
中
に
い
わ
ば
透

視
的
に
評
価
で
き
る
の
が
電

磁
診
断
の
特
徴
で
あ
る
。

　
同
様
の
手
法
は
イ
ン
ペ
ラ

ー
だ
け
で
な
く
、
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
や
軸
受
と
い
っ
た
回
転

機
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
磁
診
断
を
用
い
た
軸
受
の

研
究
に
よ
り
、
軸
受
の
余
寿

命
を
評
価
す
る
手
法
も
開
発

さ
れ
て
お
り
、
回
転
機
器
に

対
し
て
余
寿
命
評
価
ま
で
含

め
た
総
合
的
な
診
断
結
果
が

得
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
回
転
機
器
の
診
断

に
最
も
適
用
さ
れ
て
い
る
の

は
振
動
診
断
で
あ
り
、
既
に

多
く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
が
、
機
器
に
よ
っ
て
は

異
常
を
検
出
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
。
例
え
ば
、
低
速
回

転
機
器
の
よ
う
に
振
動
が
発

生
し
に
く
い
機
器
の
場
合
、

振
動
計
で
異
常
を
検
出
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
に
対

し
、
電
磁
診
断
で
は
振
動
の

大
小
に
関
係
な
く
回
転
体
の

通
過
に
よ
る
磁
場
変
化
の
信

号
が
得
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ

を
診
断
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
性
の
さ

ら
な
る
向
上
の
た
め
に
は
、

状
態
監
視
技
術
の
高
度
化
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
電
磁

診
断
技
術
は
従
来
の
振
動
診

断
の
弱
点
を
補
完
す
る
こ
と

で
、
状
態
監
視
技
術
に
革
新

を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
今
後
一
層
研
究
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ボ
ル
ト
の
締
め
付
け
軸
力

を
管
理
す
る
こ
と
は
、
構
造

物
の
健
全
性
確
保
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
。
超
音
波
探
傷

器
を
用
い
た
原
理
の
異
な
る

２
種
類
の
ボ
ル
ト
軸
力
計
を

紹
介
す
る
。

　
一
つ
は
、
ボ
ル
ト
に
印
加

す
る
軸
力
に
依
存
し
て
超
音

波
の
伝
搬
時
間
が
変
化
す
る

こ
と
を
利
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
ボ
ル
ト
頭
部
に
探
触
子

を
配
置
し
て
、
ボ
ル
ト
軸
方

向
に
超
音
波
パ
ル
ス
を
送
信

す
る
。
ボ
ル
ト
底
部
か
ら
の

反
射
エ
コ
ー
を
受
信
し
て
、

軸
方
向
に
沿
っ
た
超
音
波
の

伝
搬
時
間
を
測
定
す
る
。
軸

力
が
変
化
す
る
と
伝
搬
時
間

が
変
化
す
る
た
め
、
伝
搬
時

間
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
軸
力
を
算
出
で
き
る
。
具

体
的
に
は
締
め
付
け
前

軸

力
無
負
荷
時

の
伝
搬
時
間

と
負
荷
時
の
伝
搬
時
間
と
の

差
を
測
定
し
、
あ
ら
か
じ
め

デ
ー
タ
と
し
て
取
得
し
て
あ

る
軸
力
と
伝
搬
時
間
差
と
の

間
の
相
関
関
係
か
ら
軸
力
を

算
出
す
る
。
ボ
ル
ト
軸
力
計

は
、
締
め
付
け
時
で
の
管
理

だ
け
で
な
く
保
守
管
理
の
場

面
で
、
橋
梁
、
鉄
道
、
自
動

車
な
ど
広
い
分
野
で
使
わ
れ

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
最
近
開
発

さ
れ
た
手
法
で
あ
る
。
ナ
ッ

ト
の
対
面
に
そ
れ
ぞ
れ
送
信

用
探
触
子
と
受
信
用
探
触
子

を
配
置
し
て
、
ナ
ッ
ト
部
↑

ボ
ル
ト
部
↑
ナ
ッ
ト
部
を
経

由
し
た
超
音
波
の
透
過
パ
ル

ス
の
高
さ
か
ら
軸
力
を
算
出

す
る
。
軸
力
が
小
さ
い
場
合

は
、
ナ
ッ
ト
の
ネ
ジ
山
と
ボ

ル
ト
の
ネ
ジ
山
と
の
接
触
圧

力
が
小
さ
く
透
過
パ
ル
ス
の

高
さ
は
小
さ
い
が
、
軸
力
が

大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て

先
述
の
二
つ
の
ネ
ジ
山
は
強

く
接
触
す
る
よ
う
に
な
り
透

過
パ
ル
ス
の
高
さ
が
大
き
く

な
る
。
こ
の
相
関
関
係
を
利

用
し
て
透
過
パ
ル
ス
の
高
さ

を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
軸

力
を
算
出
す
る
。
実
際
に
は

複
数
組
の
送
受
信
探
触
子
を

用
い
て
、
複
数
の
ナ
ッ
ト
対

面
で
の
透
過
パ
ル
ス
を
測
定

し
、
探
触
子
の
ナ
ッ
ト
へ
の

接
触
状
態
に
起
因
す
る
デ
ー

タ
の
バ
ラ
つ
き
を
軽
減
し
て

い
る
。
前
半
で
紹
介
し
た
手

法
に
比
べ
て
、
ボ
ル
ト
底
部

か
ら
の
超
音
波
の
反
射
を
原

理
上
使
用
し
て
い
な
い
た

め
、
底
部
の
形
状
に
よ
ら
ず

計
測
で
き
、
軸
力
無
負
荷
時

の
測
定

無
負
荷
時
の
伝
搬

時
間
測
定

が
不
要
で
あ
る

ほ
か
、
塗
装
ボ
ル
ト
で
も
計

測
可
能
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
今
後
、
用
途
が
広
が
る

と
期
待
さ
れ
る
。


